
火葬が流行

SPF Economie（連邦政府公共経済サービス）によると、2011年、
前年度に比べ1,163人多い5万1,972人のベルギー人が火葬された。
この数は、過去20年上昇を続けているという。ワロン地方では 
2001年7,890人から2011年11,720人に、フランダース地方では2001
年23,459人から2011年34,203人の増加となっている。

大企業順風満帆

1/23、ベルギーの科学グループソルベイ（Sol-
vay）が、1株75,46ユーロの株8,470万株（64億
ユーロ）のパリの証券取引所上場を果たした。
堅実な化学グループの上場で、投資家に新たな
投資の機会を提供できたとソルベイ社CEOクリ
スチャン・ジュルカンは顔をほころばせた。

罰金収入で財政健在

SPF Finances （連邦政府公共財政サービス）の統計で、2010年の
交通違反の罰金総額が3億6,853万ユーロに達し過去新記録となった
ことが分かった。これは、18歳以上の大人1人が41.9ユーロ支払っ
たことに相当する。交通違反の罰金は即時徴収されるため、国家に
とっての大きな収入源となっている。しかし、罰金の全てが支払わ
れているわけではない。2009年では、係争事件の罰金の3分の2が
支払われておらず、その額は8,000万ユーロに上る。交通違反の罰
金も、17%は未払いとなっている。

謎のメルセデズ・ベンツ

防衛大臣Pieter De Cremは、議員Theo Francken 
(N-VA,  Nieuw-Vlaamse Alliantie / Alliance néo-
flamande)の質問に対し、2000年フランダース系
歌手Wendy Van Wantenへのプレゼントとして、
ローラン王子が防衛省の経費で購入したとみら
れるベンツについて何も認識していないと回答
した。大臣は、2007年12月から大臣の座につい
ているとの反論も追加した。該当歌手は、一度
も車をプレゼントされたことはなく、乗用して
いる車は、すべて自分で購入したと回答。また、本当に議会でこの
件が話題になっているなら、一体何を討論しているのかと疑うとの
コメントも発表した。

自殺トップ国

ワロン厚生相によると、ベルギーはヨーロッパで一番自殺の多い国
で、毎年2,000人（うち700人がワロン地方）が自殺、その10倍の
2万人が自殺未遂をしているという。15歳から24歳の若者の11%の
死亡が自殺によるものという結果も出ている。60歳以上の自殺によ
る死亡は、死亡原因の12番目に位置する。

誕生日おめでとう！

1月31日、ベルギーのマンガキャラクターマル
スピラミ（Marsupilami）が60歳の誕生日を迎
えた。1952年、漫画家アンドレ・フランカンの
「Spirou et les héritiers」に初めて登場したマル
スピラミは、黄色に黒の斑点を持つ動物で、長
いしっぽを使ってジャンプし移動する。擬音語
「houba, houba hop!」と会話し、友好的なキャ
ラクターが人気を呼び、主人公に引けを取らな
い人気となった。80年代には数人の漫画家によ
り主人公としてシリーズが出版され、2011年に
はマルスピラミの子ども世代が活躍するシリー
ズも現れた。2012年4月4日に映画「マルスピラ
ミの冒険」が3Dで公開予定。 

容赦せず

Landen（フランダース・ブラバント州）
の35歳の男性が、2009年から2011年の
間に19回の無賃乗車をしたため、14日
間の禁固刑を言い渡された。この男性の
弁護士によると、病気で仕事がなく週70
ユーロの生活保護で生きていかねばなら
ず、ハッセルトに出かけるのが唯一の楽
しみで、気分転換のためリスクを負って
定期的に無賃乗車していたという。

ピピも凍る

ブリュッセルの観光名物小便小僧の放尿が停止さ
れた。これは、寒波による低気温のため。放尿し
続けると寒さで像が傷むことを懸念しての対策。
気温が上がれば、再び放尿が開始される。

やっぱり寒波到来

2月3日午後、天気予報通り雪が降り始
め、週末の帰宅時と重なったため大渋
滞となり、18h17、ベルギー全土の高
速で1.275kmの渋滞を記録した。この
夜各地で過去3年間の最低気温を記録
し、リンブルグ州Retieで-18,4°Cを記
録した。ブリュッセルは、 -12,5°C
だった。2月11日現在、13日間気温が
零下となっており、1941年の17日間
零下気温の記録を更新しようとしてい
たが、2月13日より最高気温が上昇した。
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